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　今年度の市史編さん講座は「一国一城令と鍋
倉城」というタイトルで、遠野市史編さん調査
研究員で日本城郭史学会盛岡支部長の神山仁さ
んに講演していただきました。
　 鍋 倉 城 は 天 正 年 間（1573-1592）の 築 城 と さ
れ、 明 治 ２ 年（1869）ま で 遠 野 地 方 の 政 治 の 中
心 と し て 維 持 さ れ 続 け ま し た。 豊 臣 秀 吉 の 奥
羽仕置や元和元年（1615）の一国一城令を経て、
鍋倉城が各時代の施策によりどのように位置づ
けられたのか、なぜ現在の姿で残ったのか、こ
れまでにない視点で、各地の城の例と写真を交
えながら解説していただきました。また鍋倉城
だけでなく、花巻城など藩内の他の城について
も知ることができました。
　今回もインターネット配信を行い、会場含め
20 名 あ ま り の 方 に ご 参 加 い た だ き ま し た。12
月 ２ 日（土）に は、 講 師 と 一 緒 に 鍋 倉 城 を 実 際
に見てまわる「鍋倉城を歩こう！」を開催する
予定です。

令和５年度古文書講座を
開催します！

　市史編さん講座に続き、今年度の古文書講座

も鍋倉城がテーマです。古文書には鍋倉城がど

のように記されているのか、一緒に読んでみま

しょう！それぞれの回にテーマが設定されてい

ますので、ご興味のある回のみのご参加でも大

丈夫です。

参加には事前の申込みが必要と
なります。詳しくは市史編さん
室までお問い合せください。

令和５年 11 月 18 日（土）
市史編さん講座「一国一城令と鍋倉城」を開催しました

・第１回　12/8
　古文書を読んでみよう！～遠野旧事記のなかの鍋倉城

・第２回　12/15
　古文書から推理しよう！～絵図を読む

・第３回　12/22
　清心尼は遠野にいた？

▲会場の様子　▼講師の神山仁さん
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　 今 年 度 末 に 刊 行 予 定 の『新 編 遠 野 市 史 資 料
編 古代・中世』は、現在再校段階にあります。
前回会議での協議内容をうけて校正を行い、再
校ゲラの校正を行っています。
　今回の会議では、口絵の内容を変更すること
についての協議と、再校ゲラの確認を行いまし
た。口絵は資料の画像を単一で大きく掲載する
ものから、テーマを設けてそれに沿った写真を
掲載することとしました。また再校ゲラで気に
なる点や修正点の確認を行いました。今後は主
に文字校正を行っていきます。

令和５年 11 月 20 日（月）
第 11回中世・文献グループ会議を開催しました

　『新編遠野市史 資料編 考古』も同じく再校段
階にあります。
　今回の会議では、口絵の内容や順番について
の検討と、再校ゲラの確認を行いました。小見
出しの位置や、年代の表記方法、遺跡の位置を
示 す 際 ど こ を 基 点 に す る か な ど に つ い て 確 認
し、読者にわかりやすいように、遠野市の地図
を追加掲載することとしました。

令和５年 11 月 24 日（金）
第 11回原始・古代・考古グループ会議を開催しました

　 今 年 も 残 す と こ ろ あ と １ か 月 と な り ま し た。
つまり着々と『新編遠野市史 資料編 考古／古代・
中世』校了のリミットが迫っているということ
に他ならず、編さん室職員は恐々としています。
　時節柄、 クリスマスや年末の話題が増え、 先
日 は「今 年 の 漢 字」 の 話 題 に な り ま し た の で、
当室職員が選んだ今年の漢字をご紹介したいと
思います。
　「呪」…のろい、ではありません。遠野市立博
物館の夏季特別展「遠野物語と呪術（通称：呪術
展）」が例年になく大盛況であったことから。

編さん室日記
　「校」…校正に追われた今年１年を象徴。しか
し来年以降も校正に追われることは間違いあり
ません。
　「移」…新型コロナウイルス感染症が５類に移
行したり、 戦争や物価変動など移ろいやすい世
の中であったことから。
　「動」…調査や旅行で外に出る機会が多かった
ことと、 今後も沢山調査をしたいという希望を
込めて。
　「読」…ひたすら古文書と原稿と資料を読んで
いた一年でした。来年もひたすら読みます。

『考古』も『古代・中世』も大
分全体の形が見えてきました。
発刊まで、あと 4か月です。

▲会議の様子

▲会議の様子


